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北
岩
手
北
三
陸
横
断

道
路
の
進
捗
状
況
と
、
整
備

促
進
に
向
け
た
課
題
及
び
解

決
策
は
。

　
　
　
北
岩
手
北
三
陸
横
断

道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
10
月
、
当
町
を
含
む
近
隣

２
市
２
町
２
村
の
首
長
・
議

会
・
商
工
団
体
で
期
成
同
盟

会
を
立
ち
上
げ
、
令
和
元
年

度
に
は
、
盛
岡
広
域
及
び
宮

古
市
以
北
の
13
市
町
村
が
、

今
年
か
ら
は
県
医
師
会
が
加

盟
し
、
整
備
促
進
に
向
け
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
県
に
お
い
て
も

「
構
想
路
線
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
具
現
化
に
向
け
た
調

査
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
岩
手
県

新
広
域
道
路
交
通
計
画
で

「
高
規
格
道
路
」
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
高
規
格
道
路
」は
、人
流・

物
流
の
円
滑
化
や
災
害
等
に

議
員

町
長

　
　
　
調
査
の
状
況
と
調
査

結
果
に
対
す
る
見
解
は
。

　
　
　
町
内
小
学
校
６
年
児

童
は
、
国
語
は
全
国
平
均
を

上
回
る
が
、
算
数
は
下
回
る
。

中
学
校
３
年
生
徒
は
、
英

語
・
数
学
と
も
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
。
昨
年
度
よ

り
理
解
度
が
上
昇
し
て
い
る

教
科
も
あ
り
、
学
習
指
導
の

成
果
が
現
れ
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。
平
均
正
答
率
で
評

価
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体

を
俯
瞰
し
た
分
析
が
大
切
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
新
聞
を
読
む
習
慣
と

学
力
調
査
結
果
と
の
相
関
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
新
聞
を
読
む
習
慣

の
あ
る
子
が
正
答
率
が
高
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
一
つ
の
手
段
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
他
の
学
習
習
慣
と
の

相
関
も
分
か
っ
て
お
り
、
情

報
収
集
や
活
用
な
ど
、
新
聞

活
用
と
共
に
、
適
切
な
学
習

議
員

町
長

議
員

教
育
長

　
　
　
町
の
奨
学
金
利
用
の

現
状
は
。
ま
た
、
無
償
還
奨

議
員

近
こん

藤
どう

　 聖
きよし

 議員

一般質問

問

答

無償還奨学金制度の考えは

修学資金の職種拡充を図りたい

一般質問

全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

子
供
た
ち
の
進
学
状
況

遠
えん

藤
どう

　裕
ひろ

樹
き

 議員

も
対
処
で
き
る
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ

と
、
地
域
の
実
情
や
将
来
像

に
照
ら
し
た
重
要
性
及
び
緊

急
性
、
地
域
の
活
性
化
等
十

分
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、

国
・
県
に
対
し
て
道
路
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
く
。

　
今
後
は
、
構
成
市
町
村
を

中
心
に
、
各
種
団
体
に
加
入

を
打
診
す
る
と
と
も
に
、
構

成
市
町
村
の
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
決
起
大
会
が
で
き
る
よ

う
進
め
る
。

問

答

北岩手北三陸横断道路の現況は

構成市町村と連携して進める

北
岩
手
北
三
陸
横
断
道
路

に
つ
い
て

魅
力
あ
る
町
づ
く
り

に
つ
い
て

学習に励む葛巻高校学習塾の生徒新たな町の拠点・木製上屋を備えた大橋

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま

り
な
ど
状
況
が
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
こ
れ
を
好
機
と

捉
え
、
各
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
交
流
人
口
・
関
係
人

口
増
は
も
と
よ
り
、
地
域
経

済
を
活
性
化
さ
せ
、
町
の
賑

わ
い
の
創
出
に
取
り
組
む
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

昨
今
の
働
き
方
改
革
な
ど
に

よ
り
、
状
況
が
変
化
し
、
町

の
資
源
・
環
境
を
活
か
す
こ

と
の
出
来
る
企
業
誘
致
に
取

り
組
む
。
又
、
意
欲
の
あ
る

個
人
や
企
業
を
支
援
す
る
た

め
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

　
町
内
の
観
光
拠
点
の
整
備

や
町
中
心
部
の
魅
力
づ
く

指
導
を
各
学
校
と
共
に
共
有

し
て
い
く
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
全
員
配

布
の
効
果
と
成
果
は
。

　
　
　
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
に
向
け
て
積
極
的

に
活
用
が
図
ら
れ
、
個
人
の

考
え
を
全
体
で
共
有
す
る
協

働
的
な
学
び
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
特
に
関
数
や
図
形

の
変
化
な
ど
、
紙
面
上
で
は

捉
え
に
く
い
場
面
に
活
用
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
文
房

具
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
強
み
を
生
か
し
た
創
造

的
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
。 議

員
町
長

学
金
を
進
め
る
考
え
は
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
二
つ
の

奨
学
金
は
３
６
４
名
が
利
用

し
て
お
り
、
現
在
償
還
者
は

29
名
で
あ
る
。「
看
護
職
員

養
成
修
学
資
金
」（
返
還
免

除
制
度
あ
り
）
は
、
10
名
利

用
し
４
名
が
町
内
に
就
職
し

て
い
る
。

　
　
　
　
償
還
金
を
次
の
利

用
者
に
貸
与
す
る
と
い
う
運

用
上
の
仕
組
み
か
ら
、
現
奨

学
金
制
度
を
無
償
還
に
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
、「
看
護
職
員
養
成
修
学

資
金
」
の
他
の
職
種
へ
の
拡

充
を
図
る
な
ど
進
学
支
援
を

進
め
る
。

町
長

副
町
長

　
　
　
町
に
活
気
を
取
り
戻

す
た
め
の
方
策
、
企
業
誘
致

や
町
内
観
光
拠
点
の
整
備
な

ど
町
中
心
部
の
魅
力
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
こ
の
３
年
間
は
コ
ロ

ナ
禍
で
交
流
人
口
は
も
と
よ

り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
を
受
け
た
。
本
年
５
月

以
降
は
行
動
制
限
の
解
除
・

議
員

町
長

　
　
　
町
の
子
供
た
ち
の
大

学
進
学
状
況
の
変
化
は
。

　
　
　
個
々
の
進
学
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
。
葛
巻
高

校
の
短
大
・
大
学
進
学
者
数

は
、
10
年
前
は
10
名
程
度

だ
っ
た
が
、
過
去
３
年
間
で

は
15
名
以
上
、
昨
年
度
は
26

名
と
増
加
し
て
い
る
。
中
高

議
員

町
長

一
貫
教
育
・
公
営
学
習
塾
・

山
村
留
学
制
度
な
ど
が
進
路

決
定
に
寄
与
し
て
い
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
小
・
中
の
公
設
学
習

塾
を
開
設
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

新
た
に
小
・
中
の
公
設
学
習

塾
開
設
は
予
定
し
て
い
な
い
。

中
学
生
に
学
習
塾
を
体
験
し

て
も
ら
う
な
ど
、
ま
ず
、
葛

巻
高
校
魅
力
ア
ッ
プ
を
優
先

し
、
現
学
習
塾
の
充
実
を
図

り
た
い
。

議
員

こ
ど
も
教
育
課
長

り
に
つ
い
て
は
、
複
合
庁

舎
「
く
ず
ま
～
る
」
や
木
製

上
屋
を
備
え
た
く
ず
ま
き
大

橋
等
が
完
成
し
、
こ
れ
ら
の

「
新
た
な
町
の
拠
点
」
を
活

か
し
な
が
ら
、
観
光
・
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
若
い
世
代

の
移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
拠

点
空
間
の
整
備
と
、
人
が
循

環
す
る
仕
組
み
を
進
め
る
た

め
の
「
く
ず
ま
～
る
周
辺
環

境
整
備
計
画
」
の
策
定
を
進

め
、「
ハ
ー
ド
」と「
ソ
フ
ト
」

の
充
実
を
図
り
、
リ
ピ
ー
ト

し
た
く
な
る
満
足
感
や
期
待

感
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。


